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主な記事

P   2～ 5■ 美浜町エネルギービジョン及び事業計画を改定
P   6～ 7■ 新型コロナウイルス感染症関連について
P   8～ 9■ 防災情報の伝達手段について
P 10■ 冨田千愛選手東京オリンピック出場内定
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町
で
は
、
原
子
力
と
の
共
生
を
図
り
な

が
ら
、
原
子
力
に
加
え
て
新
た
に
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
導
入･

利
用
促
進
と

い
っ
た｢

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換｣

に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方･

指
針
を
定
め

た｢

美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン｣

を

平
成
28
年
度
に
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
翌
年
度
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

で
定
め
た
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め

の
体
制
や
行
動
計
画
、
課
題
と
そ
の
対
応

等
を
定
め
た｢

美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
事
業
化
計
画｣

を
策
定
し
、
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
定
で
は
、
令
和
3
年
度
に
第
6

次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
る
予

定
の
た
め
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
や
目

標
等
は
変
更
せ
ず
、
主
に
次
の
2
点
に
つ
い

て
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

① 

国
や
県
、
周
辺
市
町
に
お
け
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
・
利
用
促
進
に
関
す

る
動
向
を
記
載

② 

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
事
業
化
計
画

の
効
果
検
証
を
実
施
し
、
既
存
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
再
編
成
及
び
国
内
外
の
動
向
を
踏

ま
え
た
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案

　

ま
た
、
改
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
有
識
者

や
町
内
の
各
団
体
の
代
表
者
で
構
成
さ
れ
る

美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
委
員
会

に
お
い
て
議
論
を
行
い
、
決
定
し
ま
し
た
。

美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
業
化
計
画
を
改
定

　

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
後
、
県
や
周
辺
市
町
に

お
い
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
計
画
が
策
定
さ
れ
、
国
に
お
い
て
も
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
が

掲
げ
ら
れ
る
等
、
国
内
外
に
お
い
て
、
脱

炭
素
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
加
速
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
が
急
速
に

変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
変
化
に
対
し
て
的
確
に

対
応
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
積
極
的
に
推
進
す
る
た

め
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

■
美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
定
の
経
緯

■
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
の
背
景

■
ビ
ジ
ョ
ン
改
定
の
方
向
性

　

ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
は
、
行
政
だ
け
で

は
な
く
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
等
の

各
主
体
が
連
携
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環

境
に
対
し
て
関
心
と
正
し
い
認
識
を
持
ち
、

立
場
に
応
じ
た
事
項
に
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
く
中
で
、
町
民
の
皆
さ

ん
や
事
業
者
等
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
着
実
に
推
進
し
て
い
く
と
と

も
に
、
実
施
し
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、

広
報
み
は
ま
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
媒
体

を
通
じ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い
て

｢きいぱす｣展示施設整備事業

追尾式太陽光発電設備の設置 (H29)
EV 等を導入 (R2)

集落主体モデル事業等個別プロジェ
クトの立案・実施 /プラットフォーム
機能の設置

上野区、菅浜区をモデル地区に選定し、
モデル事業の計画書を作成 (H30)

美浜町太陽光発電導入事業 ( 産業団地 )

産業団地調整池へ太陽光発電を導入、
団地内工場へ電力供給を実施 (R 元 )

美浜町スマート・コンパクトシティ
魅力創造拠点化事業
地域づくり拠点整備 ( 道の駅 ) に
再生可能エネルギー導入の検討を
実施 (H30)

三方五湖周遊船等新エネ活用魅力創造
拠点化事業
電池推進船導入、再エネを活用した
レークセンター整備の検討を実施
(H29,30)

太陽光 LED 灯設置による交流拠点施設
魅力向上事業
町道久々子東レイク線、総合運動公園
へ太陽光 LED街路灯を設置 (H29)

農業パイプラインを活用した
小水力発電事業

中寺、松原地点で可能性調査を
実施 (H29)

新燃料の実証事業
バイオマス資源を活用した
エネルギー供給事業の可能性
調査を実施 ( 町内全域 )(H30)

小水力発電事業化詳細調査

河川流量調査、周辺環境調査、事業
採算性等の詳細調査を実施 (H29)

風力発電事業化詳細調査

菅浜で可能性調査を実施 (H29)
新庄で発電事業者が風況調査及び環境
アセスメントの手続きを開始 (R2 ～ )

…展示・学習レベル …地域振興レベル …商業レベル

( 仮称 ) 美浜エネルギーユニバーシティ構想

エネルギー関連技術等の技能育成する学習
施設およびカリキュラム構築 (H29 ～ )

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課(

担
当･

山
野)

　

☎
32
‐
６
７
１
６

前ビジョンにおけるプロジェクトの取り組み
　

町
で
は
、
令
和
3
年
3
月
に｢

美
浜
町

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン｣

と｢

美
浜
町
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
事
業
化
計
画｣

を
改

定
し
ま
し
た
。

美浜町エネルギービジョンの概要

・　 原子力発電に加えて、新たに再生可能エネルギー等の導入・利用促進といった｢エネルギー

構造転換 ｣ を進める方向性を示したもの

・　 安全対策や地元企業が活性化できるような経済対策、雇用の確保・創出につながるよう

な地域共生・地域発展のあり方等、将来美浜町が目指すべきまちの姿を示したもの

・　 住民理解の促進を図るとともに、周辺地域・類似都市の模範となるような、エネルギー

の取り組みを通したまちづくりのあり方を示したもの

■美浜町が目指す姿(ビジョン)

『美浜×エネルギー』のショーケースとなる次世代拠点づくり
⇒地域資源の地消による、ヒト・カネ・企業の活性化

町が持つ資源を最大限活用し、町の特性を生かしたエネルギーの取り組

みを進めるとともに、その取り組みを町内外に対して「ショーケース ｣

として活用し、次世代のためのまちづくりへとつなぎます。こうした取り

組みを通して、地域資源を地域内で消費・域内経済循環を通してヒト・

カネ・企業の活性化を目指します。

■計画期間・目標

2030 年 ( 令 和 12 年 ) ま

でに、町域における CO2

総排出量を 2013 年度 ( 平

成 25 年度 ) 比で 25％削減

することを目標とします。

　改定後のビジョンに掲げる 14 のプ

ロジェクトは次頁のとおりです。

　各プロジェクトの詳細内容について

は、来月以降の広報みはま等でお知ら

せします。

　これらのプロジェクトについては、

効果的な推進を図るため、計画期間内

であっても継続的に改善を行います。

↑きいぱすと追尾式太陽光発電設備 (2 基 )

↑電池推進実証船 ↑太陽光発電の街灯

↑若狭美浜 IC 産業団地における太陽光発電

■美浜町エネルギービジョンとは

■ビジョンのイメージ
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　14 のプロジェクトにおける目的レベル

　　展示・学習レベル…再生可能エネルギー等の普及啓発や技術開発等、町の将来のために実施すべきもの

　　地域振興レベル…地域振興のために町として推進していくべきもの

　　商業レベル…技術がある程度確立されており、条件が揃えば事業として成立するもの

新燃料として水素の利活用について検討するとともに、きいぱすにおいてエネルギーに

関する新技術の展示を実施

展

町の資源を活用した新燃料等製造・新技術開発研究プロジェクト

未来のエネルギー・環境分野を担う人材育成プロジェクト

きいぱすを始めとする町内のエネルギー関連施設をつなぐ体験型教

育プログラムの構築
展

美浜町内エネルギー平準化プロジェクト

町内交通の電動化を促進することにより、エネルギーの地産

地消を促進

展地

地域づくりアドバイザ派遣プロジェクト

集落等へ再生可能エネルギー活用等のノウハウを持ったアドバイザ

を派遣

地

美浜版 MaaS ※構築プロジェクト

町内の公共交通機関等の利便性の向上を図るためのシステムを構築地

｢ 地域共助サービス事業体 ｣ による地域のための多彩なサービスの展開プロジェクト

集落や地区の資源、地域課題に応じた個別プロジェクトの立案

再生可能エネルギーによる地域活性化を推進するための仕組みの構築

地

地

再エネ等を活用した既存観光スポット、新たな集客施設の魅力づくり推進プロジェクト

美浜駅前に建設している ｢ 道の駅 ｣ の整備

三方五湖ゾーンの観光の目玉として進めている ｢ 電池推進船 ｣ の整備・運航

商

商

美浜版エネルギーツーリズム推進プロジェクト

若狭湾次世代エネルギーパークを活用した周遊プランの構築商

『Made by 美浜』による美浜スマートアグリプロジェクト

IoT や AI を活用した町内農産物の高付加価値化やブランド化の推進商

商

風力発電、中小水力発電等による新産業創出プロジェクト

一般河川や農業用水を利用した中小水力発電調査

風力発電設備の導入にかかる調査商
地

太陽光発電によるエネルギーの地産地消プロジェクト

若狭美浜インター産業団地の太陽光発電設備を活用した電力供給

事業の実施

商

スマートコミュニティ拠点整備プロジェクト

次期住宅団地やレークセンター等のスマートエリア化の検討・

実施
地

地

みはまエネルギー基金創出プロジェクト

各プロジェクトで削減されるコストを基金化し、他のプロジェクトの

推進等に活用

展

地

商

美浜町エネルギービジョン
プロジェクト・事業一覧

商地

太陽光発電や蓄電池、EV 等を導入、活用した低炭素、非常用対策、プロモーション推進プロジェクト

避難所となる公共施設や集落施設等への太陽光パネルの設置

きいぱすへの展示設備等の導入

交流拠点施設への太陽光 LED 街路灯の設置

展

展

※ MaaS…複数の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて、検索や予約、決済等を一括

　　　　　で行うサービス

ビジョンが
目指す SDGs(目標)

　SDGs は、持続可

能な開発目標の略称

で、2015 年 の 国 連

サミットで採択された

｢2030 年までの世界

共通の目標 ｣ です。

　 ビ ジ ョ ン で は、

SDGs に掲げられた
17 のゴールのうち、
6 つのゴールに関す
る取り組みを進めて
いきます。
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新型コロナウイルス感染症への支援策を実施

●がんばる美浜町事業者応援商品券事業

●ふるさと美浜 ｢あいあいＢＯＸ ｣事業

● ｢美し美浜の宿 ｣お泊りキャンペーン事業

   帰省自粛中の県外学生への支援

　町では、新型コロナウイルス感染拡大やGoTo トラベルの一時停止、今回の ｢福井県緊急事態宣言 ｣の発出

に伴う移動制限等により、大きな打撃を受けている飲食店や宿泊事業者等、ゴールデンウィークの帰省自粛を

余儀なくされた県外で暮らす大学生等に対してエールを送り、町民が一丸となってこの緊急事態を乗り越える

ため、緊急支援策を実施します。

■事業内容 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により打撃を受けている町内事業者の支援と地域経済の回

復を後押しするため、お得な商品券を販売します。
■販売金額 1冊当たり1万 3千円分※の商品券を1万円で販売

※登録店舗全店で使える共通券 (11,000円分 ) と宿泊・飲食店限定券 (2,000円分 ) で構成
※ 500円券× 26枚つづり 

■販売期間 令和3年6月22日(火)～令和3年7月30日(金)
■使用期間 令和3年6月22日(火)～令和4年1月31日(月)
■販売場所 美浜郵便局、早瀬郵便局、山東郵便局、南西郷郵便局
■購入方法 6月中に、町より各戸に商品券購入引換券を送付しますので、購入

希望者は購入引換券を持参の上、販売場所にて購入してください。

■購入上限 1世帯当たり5冊
■利用可能店舗 町内登録店舗 (公募 ) ※登録店舗は後日お知らせします

■事業内容 美浜を離れて将来の夢に向かってがんばる学生の皆さんを応援するため、地域愛マスクや町の米

等の特産品が入ったふるさと便 ｢あいあいBOX｣ をお届けします。
■対象者 ①県外の大学や専門学校等に進学し、帰省を自粛している町出身の学生

②保護者が、町内在住の方
■送付内容 地域愛マスク、消毒グッズ、町の特産品
■応募状況 113人 (5 月 14日時点 )

■事業内容 ｢ 福井県感染拡大特別警報 ｣解除後に美浜町への観光誘客及び宿泊を促進するため、福井県の

｢ふくい deお得キャンペーン ｣の再開に合わせて、宿泊割引を行います。

■対象者 福井県の ｢ふくい deお得キャンペーン ｣を活用し、町内宿泊施設で1人 1万 1千円以上の宿
泊を行う方

■割引額 2千円

■対象期間 福井県の ｢ふくい deお得キャンペーン ｣再開～令和3年 5月 31日 ( 月 ) 宿泊分まで

   全ての町民に対する支援

   宿泊事業者への支援

※お問い合わせ先　町観光戦略課（担当・山本）☎32‐6705

※お問い合わせ先　町教育委員会事務局（担当・西野）☎32‐6708

※お問い合わせ先　町産業振興課（担当・大道）☎32‐6706

　町では、6月12日から65歳以上への方の新型コロナウイルスワクチン集団接種を開始します。今月号では、

接種当日の持ち物や注意事項についてお知らせします。

　また、集団接種当日は、町内の各方面から接種会場へ専用の無料バスを運行しますので、ご利用ください。

予防接種当日
●持ち物
　・接種券

　・予診票※あらかじめ記入の上、お持ちください。

　・本人確認書類(健康保険証や運転免許証等)

●服装
　接種時、すぐに肩を出せる服装

　例○）半袖のＴシャツにカーディガンやジャケット

　　　 を羽織る等

　例×）袖を肩までまくりにくい分厚い生地や伸び

　　　  ない素材の服装

   ※マスクは、必ず着用してください。　

●注意事項
① 持病をお持ちの方や薬を服用している方、接種に

不安のある方は、必ずかかりつけ医に接種の可否

を事前にご確認  ください。

　(予診票にチェック欄があります)

②予診表は、あらかじめご記入の上、お持ちください。

　※ 未記入の項目がある場合、接種できない場合が

あります。

③会場での感染リスクを抑えるため、事前に予約をし

　た時間通りにお越しください。

④接種後は、副反応等の確認のため、接種会場で一定　　　

　時間お待ちいただきます。

⑤接種後、次回(2回目)の接種予定日をお知らせします。
●その他
　接種前に自宅で検温を行い、明らかな発熱がある場

合や体調が悪い場合等は、接種を控えてください。なお、

予約の変更やキャンセルをする場合は、コールセンター

へご連絡ください。

コールセンター

0770-32-0320
( 月～土 )  9:00 ～ 17:00

祝日除く

新型コロナウイルスワクチン集団接種について

専用無料バス
●運行日
　6月12日(土)、19日(土)

　7月3日(土)、10日(土)、24日(土)、31日(土)

●申し込み
　不要

●注意事項
・乗降場所以外の場所では乗り降りができません。

・感染症対策のため、マスクの着用をお願いします。

・  運行時刻は、道路事情等により遅延する場合があり

 ます。

・接種予約時間とバス乗降時間が合わない方は、事前

 に町健康福祉課までご相談ください。

●利用可能な方
　集団接種会場でのワクチン接種を予約した方

　※付き添いの方は、1人まで同乗できます。

　(個別接種での予約をした方には、コミュニティバス

　の無料乗車券を配布します。)

●運行ルート・時間
丹生～坂尻で乗降される方

行き 丹　生 12：30 ⇒ はあとぴあ 13：15

帰り はあとぴあ 16：30 ⇒ 丹　生 17：15

新庄～興道寺で乗降される方

行き 新　庄 13：20 ⇒ はあとぴあ 13：47

帰り はあとぴあ 16：20 ⇒ 新　庄 16：47

日向～木野で乗降される方

行き 日向西 12：30 ⇒ はあとぴあ 12：57

帰り はあとぴあ 15：30 ⇒ 日向西 15：57

気山～旧道河原市で乗降される方

行き 気　山 13：30 ⇒ はあとぴあ 13：44

帰り はあとぴあ 16：00 ⇒ 気　山 16：14

※乗降可能場所や時間の詳細は町ホームページをご覧

　ください。

※お問い合わせ先　町健康福祉課（担当・藤木）☎32‐6704

まだ、ご予約がお済みでない方へ
　集団接種会場でも、接種体制を整えており、十分な予約枠を確保して

おりますので、ワクチン接種を希望される方はご予約ください。

3,000円
1冊

お得！
10,000冊
限定

※募集期間は終了しました。
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美浜町防災アプリをご利用ください
　防災情報伝達の多様化･多重化を図るため、美浜町防災アプリの運用を開始しています。防災アプリで
は、防災情報や生活に関わる緊急情報、おくやみ情報等の町からのお知らせのほか、消防からの情報、区･
自治会からのお知らせ等が配信されます。
　お手持ちのスマートフォンにダウンロードしていただき、ぜひご利用ください。

■配信する情報
●緊急 ･ 防災情報 ( 自然災害や火災、防災情報等 )
● 生活情報 ( 断水や停電、コミュニティバスや JR

小浜線の運休情報等 )
●おくやみ情報
● その他情報 ( 学校 ･ 保育園や区 ･ 自治会からの

お知らせ等 )
●メールマガジン ( 毎月第 2・第 4 水曜日配信 )

■アプリの特徴
●重要な情報を見逃さないようプッシュ通知でお知らせ
● 町外でも情報を取得可能
●区 ･ 自治会からのお知らせ機能を搭載
● 気象情報や避難所情報も取得可能

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

 

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課(

担
当･

田
村)

　

☎
32
‐
６
７
１
６

　

町
で
は
、
防
災
力
の
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
従
来
の
防
災
行
政
無
線

に
代
わ
る
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
を
整

備
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
整
備
し
た
防
災
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
は
、
民
営
の
携
帯
電
話
通
信
網
を
活

用
し
た
も
の
で
、
災
害
に
強
く
、
情
報
を

確
実
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
整
備
し
た
戸
別
受
信
機

の
情
報
発
信
に
は
、
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ(

※)

と

呼
ば
れ
る
、
最
新
の
無
線
通
信
技
術
を
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
全
国
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
情
報
伝
達
の
重
要
性
が
高

ま
っ
て
い
る
中
、
地
震
や
台
風
等
の
一
般

防
災
だ
け
で
は
な
く
、
原
子
力
防
災
に
も

つ
な
が
る
取
り
組
み
と
し
て
、
町
で
は
主

に
次
の
3
つ
の
伝
達
媒
体
を
使
用
し
て
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

防
災
情
報
の
伝
達
手
段
に
つ
い
て 

↑屋外スピーカー↑美浜町防災アプリ

App Store
からダウンロード

■ i Phone の方は
Google Play
からダウンロード

■ Android の方は
■ダウンロード
　はこちら

Jアラートから配信される防災情報一覧

　

不
具
合
に
よ
り
回
収
し
た
戸
別
受
信
機

を
、6
月
中
旬
か
ら
順
次
再
配
布
し
ま
す
。

詳
細
等
に
つ
い
て
は
、
再
配
布
の
日
が
近

づ
き
ま
し
た
ら
、
各
世
帯
主
の
皆
さ
ん
に

郵
送
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
再
配
布

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
別
受
信
機
の
再
配
布
に
つ
い
て

　

主
に
屋
外
に
い
る
方
へ
の
情
報
伝
達
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
が
聞
き
取
れ
る
こ
と
を
重
視
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
様
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
最
適

な
組
み
合
わ
せ
で
設
置
し
、
町
内
の
ど
こ

に
い
て
も
、
情
報
を
得
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
町
が
発
信
す
る

す
べ
て
の
防
災
情
報
や
戸
別
受
信
機
で
発

信
さ
れ
る
情
報
の
他
、
各
種
生
活
情
報
等

も
取
得
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

(

詳
細
は
次
頁
参
照)

　

1
世
帯
に
つ
き
1
台
貸
与
し
て
お
り
、

主
に
室
内
に
い
る
方
へ
の
情
報
伝
達
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
へ
の
備
え
に
関
す
る
情
報
や
警

察
、
消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
放
送
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
お
く
や
み
情
報
や
Ｊ
Ｒ
小
浜
線

等
の
運
休
情
報
、
停
電
、
漏
水
に
関
す
る

情
報
、
区
・
自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
も

放
送
し
て
い
ま
す
。

音
声
告
知
放
送(

戸
別
受
信
機)

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

美
浜
町
防
災
ア
プ
リ

※
Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
と
は

｢

Ｌ
ｏ
ｗ 

Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｗ
ｉ
ｄ
ｅ 

Ａ
ｒ
ｅ
ａ｣

の
略
で
、
低
消
費
電
力
で
長
距
離
の
通
信

が
で
き
る
無
線
通
信
技
術
の
総
称

音
声
告
知
受
信
端
末
機
と

　

戸
別
受
信
機
の
違
い
に
つ
い
て

　

再
配
布
が
行
わ
れ
る
戸
別
受
信
機
と
、

こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き
た
音
声
告
知
受

信
端
末
機
は
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　 音声告知受信端末機 戸別受信機

接続方式 有　線 無　線

放送音声 肉　声 合成音声 ( 機械音声 )

設置場所 固　定 自　由

メモリー機能 1 件 10 件

その他 ― 時計・ラジオ機能搭載

種　　類 内　　　容

国民保護情報※ 2 弾道ミサイルや大規模テロに関する情報

緊急地震速報 推定震度 4 以上の地震速報

地震津波情報 大津波警報や津波注意報、推定震度 4 以上の地震情報

気象等の特別警報 気象等の特別警報の発表情報

気象警報 気象警報の発表情報

気象情報 指定河川洪水予報や土砂災害警戒情報、記録的短時間大雨情報、竜巻
注意情報

※ 1 全国瞬時警報システム (J アラート )… 緊急地震速報等の緊急情報を、国が人工衛星及び地上回線を通じ

て全国の都道府県、市町村等に送信し市町村の情報伝達システムを

自動起動することで、人手を介さず瞬時に情報を伝達するシステム

※ 2 国民保護情報… 外部からの武力攻撃、あるいは大規模テロ等が迫っているとき、または発生したときに
　　　関係する地域の方に注意を呼びかけるための情報

　台風や大雨等により災害が想定される場合には、町から防災情報 ( 避難情報等 ) をお知らせしますが、そ

れ以外にも全国瞬時警報システム (J アラート )※1 から配信される情報を、防災情報伝達システムを通じて

お知らせします。

↑現在運用している　
　音声告知受信端末機

↑令和 3 年度から運用　
　を開始する戸別受信機
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美浜発電所の状況について

　

県
で
は
、
40
年
超
運
転
と
な
る
美
浜
発

電
所
3
号
機
及
び
高
浜
発
電
所
1
・
2
号

機
に
つ
い
て
、｢

安
全
の
確
保
﹂﹁
地
域
住

民
の
理
解
と
同
意
﹂﹁
地
域
の
恒
久
的
福

祉
の
実
現｣

の
県
原
子
力
行
政
三
原
則
に

基
づ
き
、
再
稼
働
の
是
非
を
検
証
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
原
子
力
安
全
専

門
委
員
会
の
審
議
や
県
議
会
の
意
見
、
地

元
で
あ
る
美
浜
町
及
び
高
浜
町
の
意
見
、

国
と
事
業
者
の
対
応
を
踏
ま
え
、
杉
本
福

井
県
知
事
が
、
4
月
28
日
に
再
稼
働
に
同

意
す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

当
該
発
電
所
の
再
稼
働
に
あ
た
っ
て
は
、

燃
料
の
装
荷
、
原
子
炉
起
動
等
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
県
職
員
を
派
遣
し
て
適
宜
確

認
す
る
と
と
も
に
、
国
や
事
業
者
と
の
情

報
連
絡
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
町
と
し
て
も
、
国
や
県
を
は
じ
め

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

安
全
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

福
井
県
知
事
が
美
浜
3
号
機
及
び

高
浜
1
・
2
号
機
の
再
稼
働
に
同
意

第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

策
定
に
関
し
て
経
済
産
業
大
臣
に
要
請

　

4
月
26
日
に
、
福
井
県
原
子
力
発
電
所

所
在
市
町
協
議
会(

会
長
・
お
お
い
町
長
、

副
会
長
・
美
浜
町
長)

が
、
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
指
針
と
な
る
第
6
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
の
策
定
に
関
し
て
、｢

原

子
力
政
策
の
方
針
の
明
確
化
﹂、﹁
原
子
力

の
必
要
性
に
係
る
国
民
理
解
の
促
進｣

を

髙
木
毅
衆
議
院
議
員
同
席
の
も
と
、
梶
山

経
済
産
業
大
臣
に
要
請
し
ま
し
た
。

　

戸
嶋
町
長
か
ら
は
、
町
の
実
情
等
を
踏

ま
え
、
次
の
と
お
り
要
望
し
ま
し
た
。

要
望
①　

町
で
は
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て

原
子
力
と
共
生
す
る
町
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
原
子
力
が
町
の
主
要
な
産
業
の
一

角
を
占
め
る
等
、
地
域
振
興
の
一
翼
を
担

う
産
業
と
し
て
育
っ
て
い
る
。
こ
の
経
営

の
中
心
は
若
い
世
代
に
継
承
さ
れ
る
段
階

で
あ
る
が
、
原
子
力
政
策
の
方
向
性
が
不

透
明
で
あ
り
、
地
域
の
将
来
に
大
き
な
影

を
落
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
方
針
を
明
確
に
し
、
次
期
エ

ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
し
っ
か
り
と
方
向

性
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
②　

町
で
は
、
今
年
3
月
に
、
広
域

避
難
先
で
あ
る
大
野
市
職
員
を
対
象
と
し

た
美
浜
発
電
所
の
見
学
会
を
実
施
し
、
原

子
力
発
電
所
の
安
全
性
向
上
対
策
の
状
況

等
を
確
認
い
た
だ
い
た
。
多
く
の
職
員
か

ら
、
原
子
力
発
電
所
の
必
要
性
や
安
全
性

に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
り
、
今
ま
で
と
大

き
く
認
識
が
変
わ
っ
た
と
い
う
意
見
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

　

理
解
を
促
す
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

現
地
に
来
て
確
認
い
た
だ
く
こ
と
が
、
国

民
理
解
に
大
き
く
繋
が
る
方
法
と
考
え
て

い
る
。
原
子
力
の
必
要
性
に
係
る
理
解
は

進
ん
で
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
た
め
、
引

き
続
き
国
が
前
面
に
立
ち
、
国
民
理
解
の

醸
成
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し

た
い
。

↑ウェブ会議で梶山大臣に要請す
る戸嶋町長(左)と中塚町長(右)

↑要請書を手にする戸嶋町長
　( 左 ) と中塚町長 ( 右 )
　モニターに写る梶山大臣 ( 左 )
　と髙木衆議院議員 ( 右 )

↑レース中の冨田選手 ( 左 ) と大石選手 ( 右 )

↑表敬訪問で意気込みを述べる冨田選手

着順 クルー名 2,000 ｍ

1 位 日　本 7:15.84

2 位 ベトナム 7:17.34

3 位 イラン 7:23.86

4 位 インドネシア 7:35.71

5 位 韓　国 7:36.27

6 位 ウズベキスタン 7:40.18

東京オリンピック出場内定
　

5
月
5
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な
る
海
の
森
水

上
競
技
場
で
ボ
ー
ト
競
技
の
ア
ジ
ア
・
オ

セ
ア
ニ
ア
大
陸
予
選
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
大
会
で
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
出

場
枠
を
懸
け
、美
浜
町
在
住
の
冨
田
千
愛

選
手(

関
西
電
力)

が
参
加
し
、軽
量
級
ダ

ブ
ル
ス
カ
ル
で
1
位
と
な
り
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
日
本
代
表
に
内
定
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
で
は
、ペ
ア
を
組
む
大
石
綾
美
選

手(

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ)

と
息
を
合
わ
せ
、

終
盤
に
逆
転
を
す
る
プ
ラ
ン
通
り
の
展
開

と
な
り
ま
し
た
。

　

冨
田
選
手
は
、大
石
選
手
と
と
も
に
前

回
の
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

続
く
2
大
会
連
続
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

アジア・オセアニア大陸予選
決勝レース結果

　

レ
ー
ス
終
了
後
、
冨
田
選
手
は
12
位
と

い
う
結
果
に
な
っ
た
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
り｢

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
出
る
だ
け
で
な
く
、
決

勝
進
出
を
目
標
に
す
る｣

と
意
気
込
ん
で

い
ま
し
た
。

冨田千愛選手(美浜町在住)

　

冨
田
選
手
ら
は
、4
月
上
旬
か
ら
県
立

久
々
子
湖
漕
艇
場
で
同
大
会
に
向
け
た
強

化
合
宿
を
行
っ
て
お
り
、同
7
日
に
は
、町

役
場
へ
の
表
敬
訪
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
際
、冨
田
選
手
は｢

ア
ジ
ア
で
1
位

を
取
ら
な
い
と
世
界
で
戦
え
な
い
。1
位
で

通
過
し
た
い｣

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

©日本ボート協会

　

こ
れ
ら
に
対
し
て
、
梶
山
経
済
産
業
大

臣
か
ら
は
、
次
の
と
お
り
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

回
答
①　

次
期
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
原
子
力
発
電
所
の

新
増
設
や
リ
プ
レ
ー
ス
も
含
め
、
原
子
力

の
将
来
像
や
そ
の
実
現
に
向
け
た
道
筋
に

つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
く
。

回
答
②　

立
地
地
域
の
み
な
ら
ず
、
安
定

か
つ
安
価
な
電
力
供
給
を
受
け
て
い
る
消

費
地
も
含
め
、
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

国
が
前
面
に
立
ち
理
解
活
動
に
取
り
組
む
。
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美浜町のニュース

MIHAMA NEWS

　
　
　

月
12
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
　
　

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
住

民
接
種
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
町

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
あ
と
ぴ
あ

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

6
月
12
日
か
ら
始
ま
る
ワ
ク
チ
ン

の
集
団
接
種
を
想
定
し
、
行
わ
れ

た
も
の
で
、
三
方
郡
医
師
会
や
町

職
員
ら
約
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
接
種

に
か
か
る
時
間
を
入
場
か
ら
退
場

ま
で
1
人
当
た
り
40
分
で
、
1
時

間
当
た
り
１
２
０
人
と
想
定
し
、

案
内
誘
導
や
受
付
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
等
に
人
員
を
配
置
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
想
定
さ
れ

る
さ
ま
ざ
ま
な
接
種
者
へ
の
対
応

4

住民接種シミュレーションを実施

↑ワクチン接種を受ける町職員 ( シミュレーション )

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
総
務
大
臣
よ
り

美
浜
町
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
中
川

京
子
さ
ん(

興
道
寺)

に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
、平
成
29
年
4
月

か
ら
令
和
3
年
3
月
ま
で
の
間
、

行
政
相
談
委
員
を
4
年(

2
期)

務

め
ま
し
た
。住
民
と
行
政
の
間
に
立

ち
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
や
行
政
手
続
き
の
相
談
等
を
受

け
付
け
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
解

決
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、住
民
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、は
あ

と
ぴ
あ
で
相
談
所
を
開
設
さ
れ
た

ほ
か
、｢

み
は
ま
ナ
ビ
フ
ェ
ス｣

に
お

4

中川京子氏に総務大臣感謝状を贈呈
美浜町行政相談委員としてさまざまな活動に尽力 ■ お問い合わせ先

　町住民環境課(担当･馬野)
　☎32‐6703

い
て
行
政
相
談
制
度
の
広
報
活
動

等
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
中
川

さ
ん
は｢
相
談
の
取
り
扱
い
件
数

は
、
4
年
間
で
7
件
と
他
市
町
に

比
べ
て
も
少
な
く
、
美
浜
町
は
良

い
町
だ
と
実
感
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
町
政
に
協
力
し
た
い｣
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

月
13
日
に
、
総
務
大
臣
感

謝
状
贈
呈
式
が
美
浜
町
役

新型コロナウイルスワクチン集団接種開始に向けて ■ お問い合わせ先
　町健康福祉課(担当･幸光)
　☎32‐6704

を
検
証
し
ま
し
た
。

　

終
了
後
に
は
、課
題
や
改
善
策

の
検
討
が
行
わ
れ
、案
内
誘
導
を

担
当
し
た
職
員
か
ら
は｢

動
線
が

分
か
り
に
く
い
の
で
改
善
が
必
要｣

や｢

配
置
す
る
人
員
数
が
少
な
い

の
で
混
雑
時
の
対
応
が
難
し
い｣

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
、
集
団
接
種
の
開
始
に

向
け
て
安
全
か
つ
ス
ム
ー
ズ
な
集

団
接
種
を
実
施
す
る
た
め
の
環
境

整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

↑車椅子利用者を想定したシミュレーション

　

5
月
1
日
付
で
、
久
嵜
純
子
氏

が
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

行
政
相
談
委
員
が委嘱

さ
れ
ま
し
た久嵜 純子 氏(早瀬)

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
行
政
手
続
き

に
つ
い
て
、
相
談
す
る
所
が
分
か

ら
な
い
場
合
に
は
、
行
政
相
談
委

員
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

↑感謝状を受け取る中川京子さん（中央）

　スマートムーブとは、2014 年 ( 平成 26 年 ) から環境省が実施している

｢ 移動 ｣ を ｢ エコ ｣ にする地球温暖化対策の一つで、日常生活における移動

手段を見直して CO2 排出量の削減を目指す取り組みです。

　今回はこの ｢smart  move( スマートムーブ )｣ についてご紹介します。

スマートムーブ
｢移動 ｣を ｢エコ ｣に

　

移
動
手
段･

方
法
の
工
夫
に
よ
り
、
時

間
の
有
効
活
用
や
意
外
な
便
利
さ
に
気
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

渋
滞
や
空
い
て
い
る
駐
車
場
探
し
等
、

予
想
以
上
に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
る

自
動
車
に
比
べ
、
公
共
交
通
機
関
は
、
目

的
地
へ
の
到
着
時
間
が
計
算
で
き
て
予
定

が
立
て
や
す
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
距
離
移
動
の
際
も
、
公
共
交

通
機
関
や
自
転
車
等
の
ほ
う
が
早
く
て
快

適
だ
と
、
こ
れ
ま
で
に
気
付
か
な
か
っ
た

便
利
さ
に
気
づ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
が

推
進
す
る
5
つ
の
取
り
組
み

　

電
車
や
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
は
、

Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
が
少
な
い
移
動
手
段
で
す
。

　

通
勤･

通
学
や
旅
行
、
ち
ょ
っ
と
し
た

外
出
に
お
い
て
も
、
電
車
や
バ
ス
等
の
利
用

を
心
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
地
域
を
支
え

る
公
共
交
通
機
関
を
応
援
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

１
．
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
よ
う

0 50 100 150 200

鉄道

バス

航空

自家用
乗用車 147

103

56

22

( 出典 : 国土交通省 ｢ 輸送量あたりの二酸化炭素の排出量 ( 旅客 )｣)

ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
の
メ
リ
ッ
ト

　

人
が
移
動
す
る
際
の
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量

は
、
車
や
電
車
、
自
転
車
等
、
移
動
手
段

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
公
共
交
通
機
関
や
徒
歩
、
自

転
車
を
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

Ｃ
Ｏ
2
の
排
出
量
等
、
環
境
へ
の
負
荷
を

軽
減
で
き
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ
137

◆
メ
リ
ッ
ト
1　

環
境
に
良
い

　

普
段
の
生
活
や
旅
行
先
で
の
移
動
手
段

を
徒
歩
や
自
転
車
に
替
え
る
こ
と
で
、
自

身
の
健
康
づ
く
り
や
気
分
転
換
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
で
の
移
動
で
は
気
づ
か

な
い
よ
う
な
景
色
や
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

◆
メ
リ
ッ
ト
2　

体
に
良
い

◆
メ
リ
ッ
ト
3　

快
適･

便
利
！

　

自
転
車
や
徒
歩
は
、
Ｃ
Ｏ
２
を
出
さ
な

い
究
極
の
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
で
す
。
近
距
離

移
動
で
は
、
積
極
的
に
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
適
度
に
体
を
動
か
す
こ
と
で
健

康
増
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

2
．
自
転
車
や
徒
歩
で
移
動
し
よ
う

　

自
動
車
運
転
時
は
、
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ

ル
や
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
等
の｢

エ
コ

ド
ラ
イ
ブ｣

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
、
燃
費
も
よ
く
経
済

的
で
、
周
囲
に
気
を
配
る
緩
や
か
な
運
転

に
よ
り
交
通
安
全
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

3
．
自
動
車
の
利
用
を
工
夫
し
よ
う

　

長
距
離
移
動
を
伴
う
出
張
や
旅
行
は
、

近
く
の
駅
ま
で
公
共
交
通
機
関
を
使
い
、

現
地
で
車
を
手
配
す
る
等
、
工
夫
次
第
で

大
幅
な
Ｃ
Ｏ
2
削
減
が
可
能
で
す
。

4
．
長
距
離
移
動
を
工
夫
し
よ
う

　

近
隣
の
人
と
同
じ
車
を
共
有
し
て
、
必

要
な
と
き
だ
け
使
う｢

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン

グ｣

や
共
用
の
自
転
車
で
ス
ム
ー
ズ
に
街

中
を
移
動
す
る｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ク

ル｣

等
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
の
た
め
の
新
し
い

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

周
り
に
活
用
で
き
る
取
り
組
み
が
あ
る

と
き
は
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

5
． 

Ｃ
０
2
削
減
の
取
り
組
み
に
参
加
を

　

町
で
は
、こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
に
、

環
境
に
や
さ
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ス
マ
ー
ト
ム
ー
ブ
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
エ
コ
な
移
動
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■輸送手段別の CO2 排出量

単位：g-CO2/ 人 km

環
境

美
浜
の

environment

シ
リ
ー
ズ
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町
住
民
環
境
課(

担
当
・
武
田
晋
）

☎
32
‐
６
７
０
３

問
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〒 919-1192　美浜町郷市 25-25

 ☎　0770-32-1111( 代表 )

 FAX　0770-32-1115( 代表 )

HP    https://www.town.fukui-

      mihama.lg.jp/

情報BOX
Mihama Information 

美浜町役場

Mihama　Information

お
知
ら
せ

※お問い合わせ先　　町まちづくり推進課（担当・川畑）☎ 32‐6701

｢

ク
ー
ル
ビ
ズ｣

に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

町
で
は
、地
球
温
暖
化
問
題
に
対
処
し
、

環
境
と
共
生
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の

定
着
を
図
る
た
め
、
ク
ー
ル
ビ
ズ(

夏
季

の
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装
勤
務)

を
実

　
　

町
総
務
課(

担
当
・
久
木)

☎
32
‐
６
７
０
０

● 

実
施
期
間　

　

5
月
1
日(
土)

～
９
月
30
日(

木)

● 

取
組
内
容

　

・
適
正
冷
房(

28
℃
以
上)

の
実
施

　

・
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装(

職
員
と

　
　

し
て
の
信
用
と
品
位
を
損
わ
な
い
服

　
　

装)

で
の
勤
務

　

町
の
公
共
施
設
を
ご
利
用
い
た
だ
く
皆

さ
ん
に
も
、
適
正
冷
房
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
等
の
ご
案
内
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
に
、
軽
装
で
の
ご
出
席
を
お

問 願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
適
正
冷
房
に
応
じ
た
軽
装
で
の
ご
出

席
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
世
帯
人
員
変
更
届
出
及
び

水
道
使
用
者
の
名
義
変
更
に
つ
い
て

　

一
般
家
庭
用
の
下
水
道
使
用
料
は
、原

則
と
し
て
住
民
票
の
世
帯
人
数
で
計
算
し

て
い
ま
す
。世
帯
人
数
に
異
動
が
あ
っ
た
時

(

転
入
、転
出
、出
生
、死
亡
等)

は｢

世
帯
人

員
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　
　

町
上
下
水
道
課(

担
当
・
中
川
）

☎
32
‐
１
３
４
１

問

　国民年金は、年をとったときやいざというときの生活を働いている世代
みんなで支え合おうという考えで作られた仕組みです。
　20歳以上60歳未満の方は、国民年金に加入することが義務付けられてい
ます。20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう。

● 学生納付特例制度とは

　学生は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が猶予
される制度です。
　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学(大学院)、短期大学、高等学校、高等専門学校、専修
学校及び各種学校(修業年限１年以上の課程)、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

国民年金のポイント

● 納付猶予制度とは
　学生でない50歳未満の方で、本人及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金保険料の納付が
猶予される制度です。

● 将来の大きな支えになります
　国が責任をもって運営するため安定しており、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
● 年金は老後のためだけのものではありません
　国民年金には、65歳から受け取りできる老齢年金のほか、若い方でも万が一のときに受け取り可能
な｢障害年金｣や｢遺族年金｣があります。

｢学生納付特例制度｣と｢納付猶予制度｣

2 0 歳 に な っ た ら 国 民 年 金

※お問い合わせ先　 日本年金機構敦賀年金事務所 ☎ 23‐9904
町住民環境課 ( 担当 ･ 石井 )　 ☎ 32‐6703

各
種
団
体
か
ら
の
要
望
を

受
け
付
け
ま
す

　

自
衛
消
防
力
の
維
持
は
も
と
よ
り
、
自

衛
消
防
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
地
区
や
事
業
所
等
か
ら
の
各
種
消
防

訓
練
の
要
望
を
募
集
し
ま
す
。

● 

対
象
団
体　

　

・
地
区

　

・
事
業
所

　

・
各
種
団
体
、
サ
ー
ク
ル
等

● 

実
施
期
間　

令
和
3
年
度
内

● 

訓
練
内
容

　

・
操
法
要
領
習
得
訓
練(

次
回
大
会
か

　
　

ら
操
法
要
領
が
変
わ
り
ま
す)

　

・
消
火
器
等
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

　

・
救
急
訓
練

　

・
救
助
、
救
出
訓
練

● 

そ
の
他

　

日
程
や
訓
練
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
込
に
つ
い

て
は
、
敦
賀
美
方
消
防
組
合
美
浜
消
防
署

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
美
浜
消
防
署
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。

　
　

美
浜
消
防
署(

担
当
・
江
上
）

☎
32
‐
１
１
９
０

問

　国では、6 月 1 日を基準日として ｢ 令和 3 年経済センサス - 活動調査 ｣

を実施します。

　本調査は、日本の経済活動の状態を明らかにし ｢ 日本の経済力 ｣ を知る

ための重要な調査です。事業所及び企業の皆さんには、本調査の意義と

重要性をご理解いただき、ご協力をお願いします。

・名称及び電話番号　・従業員数　・所在地　・主な事業の内容　・経営組織　・売上 ( 収入 ) 金額等
 【調査事項】

【事業所情報は固く守ります】
　｢ 令和 3 年経済センサス - 活動調査 ｣ は ｢ 統計
法 ｣ という法律に基づき行われ、調査への回答は
本法律により義務として定められています。
　調査関係者が調査内容を他に漏らしたり、調査
内容を統計法に規定されている利用目的以外 ( 税
金の徴収資料等 ) に使用することは、固く禁じら
れています。

●支社等のある企業本社　

国、県が郵送により調査の回答に必要な書類を配布し、回収します。

②調査票による回答
　調査票に黒ボールペンで漏れ
なく記入し郵送で提出してくだ
さい。
※調査員による回収は行いません。

①インターネットによる回答
　｢ 調査対象者 ID｣ 等を用いて、
パソコンで回答してください。

●支社等のない単独事業所　

　5 月下旬に、調査員が事業所等を訪問し、調査の回答に必要な

書類を配布します。以下のどちらかの方法で回答してください。

 【調査の流れ】

※インターネット回答期間は、5 月

　20日(木)から6月8日(火)です。

【調査全般に関するお問い合わせ先】
コールセンター　☎ 0120-430-103

○受付期間　 令和 3 年 5 月 6 日 ( 木 ) ～

　　　　　　9月30日(木)　（土･日･祝日含む）

○受付時間　午前 9 時～午後 8 時

新型コロナウイルス感染防止のため、調査書類の配布や受け取りをで
きる限り調査員が対面しない方法で行うようにしています。また、回
答はできる限りインターネットでお願いします。

【インターネット回答に関するお問い合わせ先】

コールセンター　☎ 0120-619-730

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
、
い
や
な

思
い
を
し
た
等
、
事
業
所
に
直
接
相
談
し

に
く
い
場
合
や
、
事
業
所
と
の
話
し
合
い

で
解
決
で
き
な
か
っ
た
場
合
等
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 

相
談
時
間　

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

(

祝
日
・
年
末
年
始
除
く)

問
　
　

福
井
県
運
営
適
正
化
委
員
会
事
務
局

☎
０
７
７
６
‐
24
‐
２
３
４
７

施
し
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
る
方
が
世
帯
に
戻
ら
れ
た
時
に

は
、必
ず
増
員
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
水
道
使
用
者
の
名
義
を
変
更

し
た
い
場
合
に
は｢

水
道
使
用
異
動
届｣

や

｢

下
水
道
使
用
者
変
更
届
出
書｣

の
提
出
が

必
要
で
す
。

　

各
種
届
出
書
は
、
役
場
上
下
水
道
課
窓

口
、
も
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、単
身
赴
任
、進
学
、長
期
入
院
等

の
特
別
な
理
由
に
よ
り
、美
浜
町
に
住
民

票
を
置
い
た
ま
ま
町
外
に
転
出
さ
れ
た
時

も
、届
出
に
よ
り
減
員
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。な
お
、特
別
な
理
由
に
よ
り
減
員
と

　

・
防
災
、
防
火
講
話

　

・
そ
の
他
、
消
防
に
関
す
る
訓
練

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
6
月
1
日
を｢

人
権
擁
護
委
員
の

日｣

と
定
め
、
全
国
各
地
で
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
い
じ
め
や
体
罰
、

虐
待
、
差
別
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
等
、
地

域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相

　
　

福
井
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
４
２
１
０

●

日　

時　

6
月
1
日(

火)

　
　
　
　
　

午
後
1
時
～
3
時

● 

会　

場　

は
あ
と
ぴ
あ

● 

費　

用　

無
料

問 談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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※お問い合わせ先　 町まちづくり推進課　移住・定住推進室 ( 担当・中瀬 ) ☎ 32‐6701

● 

試
験
の
程
度　
　

高
校
卒
業
程
度

● 

受
付
期
間

　
　

6
月
21
日(

月)

午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　

6
月
30
日(

水)

受
信
有
効

● 

申
込
方
法

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
行
っ
て
く

　

だ
さ
い
。

問
　
　

人
事
院
中
部
事
務
局

☎
０
５
２
‐
９
６
１
‐
６
８
３
８

募
集･

申
請
等

放
送
大
学
令
和
3
年
10
月
入
学
生
を

募
集
し
ま
す

● 

出
願
期
間　

　

・
第
1
回
募
集

　
　

6
月
10
日(

木)

～
8
月
31
日(

火)

　

・
第
2
回
募
集

　
　

9
月
1
日(

水)

～
9
月
14
日(

火)

　
　

放
送
大
学
福
井
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
22
‐
６
３
６
１

問 令
和
4
年
4
月
採
用
の

税
務
職
員
を
募
集
し
ま
す

● 

受
験
資
格　

　

① 

令
和
3
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
高

等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
3

年
を
経
過
し
て
い
な
い
方
及
び
令
和

4
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は

｢ 美 し い 浜 プ ロ ジ ェ ク ト i n 水 晶 浜 ｣ の 参 加 者 を 募 集 し ま す

　町では、町が誇る ｢ 美 ｣ しい ｢ 浜 ｣ を守るため ｢ 美しい浜プロジェクト ｣ と題して海岸清掃等の活動
を実施していきます。今回は、町内の一斉清掃活動として実施するクリーンアップふくい in 美浜に合
わせて、水晶浜を会場に海岸清掃を実施します。
　私たちの身近にある ｢ 美 ｣ しい ｢ 浜 ｣ を守るため、ぜひ、清掃活動にご参加ください。

ホームページはこちら

●日　時　　6 月 13 日 ( 日 ) 午前 8 時～ 10 時

●集合場所　水晶浜第 2 駐車場

●対象者　　県内在住の方

●申込方法　町ホームページの申込フォームより
　　　　　　お申し込みください。

●申込期限　6 月 4 日 ( 金 ) まで

●注意点

・新型コロナウイルスの感染拡大状況により、
  中止等の判断を行うことがあります。

・感染症対策のため、マスク着用の徹底をお願い
  します。

・当日の受付時には、手指の消毒や検温を行いま
  すので、ご協力ください。
※体調不良や発熱が確認された場合、参加をご
   遠慮いただくことがあります。

・ゴミ拾いに必要な道具 ( ゴミ袋、軍手、トング等 )
 はこちらで用意します。

実施日時 情報伝達手段 放 送 内 容

6月17日(木)

午前10時頃

防災行政無線
及び

音声告知放送

 

防災情報伝達システムを用いた全国一斉の

注)当日は、美浜町以外の地域でも、全国一斉に伝達試験が実施されます。

緊急情報の伝達試験を実施します

< チャイム > こちらは防災美浜町です。ただ今から訓練放送を行います。

｢ 緊急地震速報。大地震です。大地震です。これは訓練放送です。｣(3 回 )
< 緊急地震速報チャイム音 >

※お問い合わせ先　町エネルギー政策課 防災･原子力対策室(担当・田村) ☎32‐6716

イ
ベ
ン
ト･

行
事

美
浜
町
歴
史
文
化
館
第
4
回
速
報
展

｢

高
善
庵
遺
跡
、
発
掘
最
前
線｣

4
月
17
日(

土)

～

6
月
27
日(

日)

● 

会　

期

● 

会　

場

町
歴
史
文
化
館

● 

費　

用

大
人
１
０
０
円

小
・
中
学
生
50
円

● 

内　

容

興
道
寺
、
高
善
庵
遺
跡
に
お

け
る
近
年
の
発
掘
成
果
を
紹

介
し
ま
す
。

問
　
　

町
歴
史
文
化
館

(

担
当
・
松
葉)

☎
32
‐
０
０
２
７

申込先
　QRコード

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
方

　

② 

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
方
に
準
ず
る

と
認
め
る
方

｢

児
童
手
当
・
特
例
給
付
現
況
届｣

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

児
童
手
当
等
の
現
況
届
は
、
前
年
の
所

得
と
6
月
1
日
現
在
に
お
け
る
児
童
の
養

育
状
況
等
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

　

6
月
分
以
降
の
支
給
を
受
け
る
た
め
に

必
要
で
す
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
持
参

ま
た
は
郵
送
で
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

提
出
期
限　

6
月
30
日(

水)

消
印
有
効

問
　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
山
口)

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
６
７
０
４

● 

提
出
書
類

　

・
現
況
届

　

・
受
給
者(

保
護
者)

の
健
康
保
健
被
保

　
　

険
者
証(

写)

保
育
園
園
庭
開
放
事
業
の
ご
案
内

　

町
で
は
、
美
浜
ほ
っ
と
子
育
て
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
１
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と
遊
べ
る
場
の
提
供

を
目
的
と
し
て
、
町
内
各
保
育
園
の
園
庭

を
開
放
し
ま
す
。

● 

開
放
日

　

・
み
ず
う
み
保
育
園 

毎
月
第
1
日
曜
日

　

・
せ
せ
ら
ぎ
保
育
園 

毎
月
第
2
日
曜
日

　

・
あ
お
な
み
保
育
園 

毎
月
第
3
日
曜
日

　

※
令
和
3
年
10
月
ま
で

● 

開
放
時
間　

午
前
9
時
～
正
午

● 

対
象
者

　

 

小
学
生
ま
で
の
児
童(

就
学
前
の
児
童

は
、
必
ず
保
護
者
同
伴
に
て
ご
利
用
く

だ
さ
い)

● 

そ
の
他

　

・
利
用
に
係
る
注
意
事
項
等
に
つ
い
て

　
　

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

　
　

さ
い
。

　

・
荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
や
、
園
行

　
　

事
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
開
放
を

　
　

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

町
健
康
福
祉
課(

担
当
・
山
口)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

労 働 保 険 の お 知 ら せ

です。管轄の労働局・労働基準監督署・金融機関で

申告・納付をお願いします。年度更新の申告書は、

管轄の労働局・労働基準監督署への郵送や電子申請

でも受け付けておりますので、ご活用ください。

　年度更新申請書は、5 月末頃に発送予定です。年

度更新申告書の書き方及び申告・納付方法等の詳

細については、年度更新申告書に同封しているパ

ンフレット等をご参照ください。厚生労働省ホー

ムページでもご覧いただけます。

※お問い合わせ先　厚生労働省労働基準局労働保険徴収課　☎03‐5253‐1111

　なお、年度更新期間内に申告・納付の手続きが困

難な場合には、通話料無料の年度更新コールセン

ター (0800‐555‐6780) までご相談ください。( 開

設期間は、5 月 31 日 ( 月 ) ～ 7 月 16 日 ( 金 ))

令和3年度労働保険(労災保険・雇用保険)
の年度更新期間について

厚労省ホームページ
QRコード

手続きの際は｢電子申請｣をご活用ください

　自宅やオフィスから 24 時間いつでも申請や届出

が可能です。また、労働保険料の納付は口座振替や

電子納付が便利です。

e-Gov
QRコード

　年度更新期間は、6 月 1 日 ( 火 ) ～ 7 月 12 日 ( 月 )

●電子申請は ｢e-Gov｣ から行うことができます。

● 労働保険関係手続き ( 一部手続きを除く ) は、Ｇビズ

ＩＤを利用して行うことができます。

●労働保険料の納付は、口座振替や電子納付が可能です。

こちらは防災美浜町です。これで訓練放送を終わります。< チャイム >
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子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

(

担
当･

加
藤)

☎
32
‐
０
１
９
２

問
● 

そ
の
他

言
葉
の
発
達
の
心
配
事
に
つ

い
て
も
相
談
で
き
ま
す
。

6
月
14
日(

月)

〜

6
月
28
日(

月)

● 

申　

込

● 

講　

師

福
井
県
子
ど
も
療
育

セ
ン
タ
ー
言
語
聴
覚
士

　
　

福
井
県
社
会
福
祉
協
議
会
嶺
南
支
所

☎
０
７
７
０
‐
52
‐
７
８
３
３

ふ
く
い
福
祉
就
職
フ
ェ
ア

　
福
祉
の
職
場
説
明
・
面
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

福
祉
の
職
場
へ
就
職
を
希
望
す
る
方
や

関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
採
用
担
当
者

と
の
個
別
面
談
会
を
開
催
し
ま
す
。｢

ち
ょ

こ
っ
と
働
く｣

相
談
も
可
能
で
す
。
参
加

す
る
事
業
所
は
、
福
井
県
社
会
福
祉
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

● 

日　

時　

6
月
12
日(

土)

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

● 

会　

場　

敦
賀
市
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

● 

費　

用　

無
料(

入
退
出
自
由)

10
組

● 

定　

員

教
室･

講
座･

説
明
会
等

シ
ニ
ア
向
け
出
張
就
職
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

7
月
9
日(
金)

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

● 

日　

時

● 

会　

場

敦
賀
市
プ
ラ
ザ
萬
象

第
3
会
議
室

　

60
歳
代
、
70
歳
代
の
皆
さ
ん
の｢

働
き

た
い｣

を
応
援
し
ま
す
。
お
仕
事
を
お
探

し
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

子
ど
も･

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆｢

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び｣

6
月
16
日(

水)

午
前
10
時
15
分
〜
10
時
45
分

● 

日　

時

● 

対　

象

町
内
在
住
親
子

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

6
月
1
日(

火)

〜

6
月
15
日(

火)

ま
で

● 

申　

込

● 

対　

象

お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
方

● 

そ
の
他

　

 

相
談
に
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

福
井
県
シ
ニ
ア
人
材
活
躍

　
　
　
　
　
　
　
　

支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
‐
43
‐
０
８
８
１

問

◆｢

言
葉
の
発
達
に
つ
い
て｣

6
月
29
日(

火)

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

● 

日　

時

● 

対　

象

町
内
在
住
親
子

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

○
育
児
講
座

● 

定　

員

10
組

● 

講　

師

重
兼 

和
美 

氏

(

子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー)

み
は
ま
土
曜
歴
史
文
化
講
座
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

6
月
5
日(

土)

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

● 

日　

時

● 

会　

場

美
浜
町
歴
史
文
化
館

● 

講　

師

金
田 

久
璋 

氏

(

日
本
地
名
研
究
所
長)

● 

対　

象

県
内
に
在
住
の
方

● 

定　

員

20
名

● 

そ
の
他

　

 

受
講
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

● 

内　

容

家
庭
で
も
で
き
る
簡
単
な

ふ
れ
あ
い
遊
び
を
し
ま
す
。

● 

費　

用

無
料

◆｢

妊
婦
向
け
絵
本
セ
ラ
ピ
ー｣

6
月
1
日(

火)

〜

6
月
14
日(

月)

● 

申　

込

● 

講　

師

松
井 

由
起
子 

氏

(

絵
本
セ
ラ
ピ
ス
ト)

10
組(

町
内
在
住
者
優
先)

● 

定　

員

6
月
15
日(

火)

午
後
2
時
〜
3
時
15
分

● 

日　

時

● 

対　

象

妊
婦
の
方

● 

会　

場

は
あ
と
ぴ
あ

6
月
1
日(

火)

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

● 

日　

時

● 

会　

場

こ
る
ぱ

● 

講　

師

山
田 

善
杜 

氏

(

越
前
町
善
性
寺)

● 

対　

象

ど
な
た
で
も

● 

定　

員

8
名

● 

費　

用

５
０
０
円

美
浜
町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
こ
る
ぱ
の

　
　
　
　
催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
こ
る
ぱ
で
お
話
し
会

　

｢

塩
ｊ
ｏ
ｙ
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
の
す
す
め｣

◆
健
康
フ
ラ
体
験

6
月
24
日(

木)

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

● 

日　

時

● 

会　

場

園
芸
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
の
丘

● 

講　

師

荒
木 

和
枝 

氏(

福
井
ア
ロ

　

ハ
レ
イ
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ)

● 

対　

象

ど
な
た
で
も

● 

費　

用

無
料

● 

持
ち
物

タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い
服
装

美
浜
町
健
康
楽
膳
拠
点
施
設
こ
る
ぱ

☎
32
‐
２
１
５
５

問

も
の
忘
れ
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

6
月
25
日(

金)

午
後
2
時
〜
3
時

● 

日　

時

● 

会　

場

な
び
あ
す

● 

対　

象

　

 

町
内
在
住
で
、
物
忘
れ
や
認
知
症
に
つ

い
て
不
安
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
家
族

● 

定　

員

2
名(

要
事
前
申
し
込
み)

● 

費　

用

無
料

町
健
康
福
祉
課(

担
当･

四
ツ
谷)

☎
32
‐
６
７
０
４

問

問
　
　

美
浜
町
歴
史
文
化
館

(

担
当
・
松
葉)

☎
32
‐
０
０
２
７

◆
第
2
回｢

七
不
思
議
の
見
つ
け
方

〜
佐
田
伝
統
文
化
保
存
会
と

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
〜｣

　新たに直系親族と近居する方
　(直系卑属の単独世帯は除く )

● 対象者

● 対象となる住宅

● 補助額
①住宅の建設または新築住宅を購入する場合
　30万円

● 対象者
町内にある、自ら居住するために所有する一戸建
て住宅を改修し、新たに多世帯同居をする方また
は多世帯同居の世帯数が1以上増える方
● 対象となる改修工事
① ｢既存住宅の間取りの変更及び増築を伴う間取
　りの変更 ｣｢ バリアフリー改修 ｣｢ 設備の改修 ｣
　のいずれかの工事。

● 補助額
対象工事に要する費用の2分の 1以内
(上限 90万円 )

　子育てや介護等、多世帯で助け合いながら暮らせ

るまちづくりを推進するため、親族との

｢近居 ｣や ｢ 多世帯同居 ｣にかかる新築やリフォー

ム等費用の一部を補助します。

　交付申請書に必要書類を添付の上、町まちづくり推進課移住・定住推進室へ提出してく
ださい。申請書は、町ホームページからダウンロードするか、町まちづくり推進課移住定
住推進室窓口に設置のものをお使いください。

※お問い合わせ先　町まちづくり推進課 移住・定住推進室(担当･木谷) ☎32‐6701

親族と近居 ･多世帯同居する人を
応援します！

・工事は、補助金の交付決定後に着工し、令和4年 3月 1日 ( 火 ) までに完成すること。
・町税等に滞納が無いこと。

②中古住宅を購入する場合50万円

①一戸建て住宅であること。
　(住宅の床面積の2分の 1以上に相当する部分
　が当該居住の用に供され、浴室・トイレ・キッ
　チンを完備しているもの )
②建設 ･購入は、福井県内に主たる営業所を
　有する建設業者または個人業者で行うこと。

②美浜町内に主たる営業所を有する建設業者また
　は個人業者が施工する工事。

申請方法

申請条件

その他 申込者多数の場合は、予算の範囲内において先着順となります。

①親族との近居を目的とする
一戸建て住宅の新築 ･購入費補助

②親族との多世帯同居を目的とする
　一戸建て住宅のリフォーム工事費補助

　町内の ｢空家 ｣の購入やリフォームに要する経費

の一部を補助します。また、空家を賃借した場合の

家賃の一部についても補助します。

● 対象となる空家
｢美浜町空き家情報バンク｣に登録されている一定
期間以上居住者のない住宅
● 対象となる工事
　対象となる空家の修繕、改修、模様替え等で、
かつ、町内業者の施工による30万円以上の費用
を要する工事

● 補助額
空家の購入に要する費用の1／ 2以内
または対象工事に要する費用の1／ 2以内
(いずれも上限100万円 )

①の対象となる空家を賃借する方
● 対象者

● 補助額
家賃月額の1／ 2以内
(上限 20,000円 )

補助開始日に属する月から賃貸借契約が終了した
月まで (最長 24ヶ月 )

● 補助期間

空家の購入・リフォームをする人を
応援します！

②空家を賃借した場合の家賃補助

①空家の購入に要する費用または
リフォーム工事に要する費用の補助

● 対象者
①空家を購入する移住者 ( ※ 1)、子育て世帯
　(※ 2)、新婚世帯 (※ 3)
②空家を購入し、リフォームする移住者、子育て
　世帯、新婚世帯
③空家を賃借し、リフォームする移住者、子育て
　世帯、新婚世帯
(※1)

18歳になった日に属する年度の3月31日までの子

どもと同居している世帯

現在、福井県に住所を有していない方または福井県

に住所を有して2年を経過しない方

(※2)

婚姻届を提出し、受理されてから3年を経過しない夫

婦からなる世帯

(※3)

問
※住宅の建設または販売をした業者が、町内に主
　たる営業所を有する建設業者または個人業者の
　場合は、50万円を加算します。
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↓委嘱状を受け取る松下会長 ↓耳川を遡上する天然のアユ

松原ふれあいセンター完成を祝う会
区民が集う交流の場として

↓完成した松原ふれあいセンターの外観↓戸嶋町長に目録を寄贈する兵庫会長 ( 左 )

　4 月 28 日に、美浜ライオンズクラブの兵庫賢一会
長が町役場に来庁し、検温顔認証デバイスの寄贈式が
行われました。
　この検温顔認証デバイスは、町総合体育館の出入口
に設置される予定で、兵庫会長は ｢ 施設の新型コロナ
ウイルス感染症対策に役立ててほしい ｣ と話されまし
た。

天然アユの遡
そじ ょ う

上・稚魚の放流

↓アユの稚魚を放流する美浜中央小学校の児童たち

　近年、減少傾向だった耳川での天然アユの遡上が、今年は 3 月頃から例年より多く確認されています。
　耳河川漁業協同組合では、毎年アユの稚魚を放流しているほか、人工授精したアユを耳川に戻す取り組みを行っ
ており、竹本秀人組合長は ｢ アユが遡上しやすい環境が整ってきた」と話されていました。
　また、4 月 28 日には、美浜中央小学校の 3 ～ 5 年生の児童が、耳川でアユの稚魚約 400 ㎏を放流しました。
これは、校外授業の一環として行われたもので、耳河川漁業協同組合の協力により行われました。
　参加した児童たちは、アユの生態について学んだ後、体長 10 ㎝程度の稚魚をバケツに入れ ｢ 大きくなって帰っ
てきてね ｣ と笑顔で放流していました。

耳川がかつての姿を取り戻すために

↓演奏する須川さん ( 左 ) と小柳さん ( 右 )

美し美浜プレミアム学校給食

↓ふくいサーモンの塩こうじ焼きをほおばる美浜中央小学校の児童

　4 月 27 日に、美し美浜プレミアム学校給食が町内の小
中学校で提供されました。
　プレミアム給食は、児童たちに地元の食文化を知っても
らうこと等を目的として毎月 1 回実施するものです。
　今回は、町内でも養殖されている ｢ ふくいサーモン ｣
の塩こうじ焼きが提供され、児童たちは、笑顔で頬張って
いました。

ふくいサーモンを堪能

　4 月 16 日に、町役場で美浜町交通安全指導員連
絡協議会が開催され、西村副町長から松下一彦会長
に交通安全指導員の委嘱が行われました。
　委嘱状を受け取った松下会長は ｢ 昨年度、交通死
亡事故が 2 件発生した。交通死亡事故がなくなるよ
う、今年度も交通安全活動に励みたい ｣ と話されま
した。

町の交通安全ために

交通安全指導員を委嘱 サクソフォン・リサイタル

　5 月 1 日に、須川展也さんによるサクソフォン・リ
サイタルが、なびあすで開催されました。
　バッハ・シークェンスと題して行われた同リサイタ
ルでは、須川さんの演奏やピアニストの小柳美奈子さ
んとの共演により、バッハの名曲が奏でられました。
　訪れた人たちは、日本が世界に誇るサクソフォンの
演奏に酔いしれていました。

日本が世界に誇る演奏

　5 月 8 日に、松原ふれあいセンター完成を祝う会が行われ
ました。
　同センターは、町の令和 2 年度一般コミュニティ助成事業
等を活用し建設されたもので、松原区民の交流の場として活
用されています。
　式典で松原区の岸本嘉宏区長は ｢ 各種団体やグループ等で
積極的に使ってもらえればうれしい ｣ と話されていました。

検温顔認証デバイス寄贈式
美浜ライオンズクラブから寄贈

↑あいさつをする松原区の岸本区長
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放 送 局

こやす か

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

”

※お問い合わせ先
町健康福祉課(担当・幸光)
☎32-6704

　高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分バランスが崩れたり、体温調

整機能がうまく働かないことにより起こります。

　筋肉痛や大量の発汗、吐き気や倦怠感等の症状が現れ、重症になると

意識障害等が起こります。

コロナ禍での暑さ対策

暑くなる前から｢熱中症｣対策を！

子育てを応援します！
　｢保護者が病気にかかって育児ができない｣｢リフレッシュしたい｣｢子どもが生まれたばかりで家事を手
伝ってほしい｣等のお困りはありませんか。
　こんな時に、子育ての応援、負担の軽減をするために、子ども・子育てサポートセンターでは｢すみず
み子育てサポート事業｣を行っています。この事業は、保護者の就職活動や病気、冠婚葬祭、学校行事へ
の参加、ちょっとした用事やリフレッシュ等、一時的に家庭で育児を行うことが困難な場合の｢一時預か
り｣と出産直後等の家庭への｢家事支援｣があり、下記の通り利用できます。
　ご利用の際は、事前に子ども・子育てサポートセンターにおいて登録が必要です。登録後、利用日の
数日前に実施事業所へ申し込みをしてください。

一時預かり施設

※お問い合わせ先　
子ども･子育てサポートセンター
(担当･加藤)　☎32‐0192

※お問い合わせ先
　町健康福祉課 地域包括支援センター
　(担当･四ツ谷)　☎32‐6704

｢美浜町地域あいあいポイント事業｣スタート！
　町では、4月から60歳以上の高齢者を対象に｢美浜町地域あいあいポイント事業｣を開始しました。少子

高齢化社会に先立ち、地域での支えあい、住みよい町づくりを目指し取り組んでいます。

●対象家庭　　　町内に住所を有する小学校就学前までの児童をもつ家庭
　　　　　　　　※小学1～3年生については、放課後児童クラブが利用できない児童に限り利用可
●利用可能日時　月曜日から金曜日の午前8時30分から午後5時30分のうち8時間以内
　　　　　　　　(1施設１人当たり月70時間以内)
●利用料金　　　1人につき1時間350円
　　　　　　　　※第3子以降の就学前までの児童を対象とするサービスに限り、1回の利用につき
　　　　　　　　　出生順位に関係なく3人目以降の児童数分の利用料が無料
　　　　　　　　※第1子が多胎児で就学前の児童の利用料が無料

家事支援事業所

施設名 実施事業所 連絡先

おひさまるーむ
( はあとぴあ 2 階 )

美浜町シルバー人材センター 32‐5144

託児所たんぽぽ
( 旧 JA 敦賀美方敦賀支店 )

敦賀市シルバー人材センター 24‐1250

きらきらくらぶ
( 県民生協ハーツつるが横 )

NPO 法人子育てサポートセンター
きらきらくらぶ 22‐6447

　4月15日、23日に開催された｢健康づくり活動

研修会｣では、理学療法士から地域で気軽に実践

できる健康づくりのメニューを教えていただきま

した。なかには研修会の内容を参考に、地域での

健康づくり活動に取り組んでいこうと話し合われ

ている参加者もいました。　

　地域での自主的な取り組みや社会参加が、認知

症予防等による元気な地域づくりにつながりま

す。自分ができる事、好きな事等身近な事から始

めてみませんか。美浜町地域あいあいポイント事

業に興味のある方は、お気軽にご連絡ください。

　地域あいあいポイント事業は、事前に登録した団

体やグループが取り組む｢地域貢献活動｣や｢健康づ

くり活動｣に参加した場合、その実績に応じて交換

可能なポイントがもらえる事業です。貯めたポイン

トは活動奨励品と交換することができます。

↑健康づくり活動研修会で体を動かす参加者たち

実施事業所 連絡先

美浜町社会福祉協議会
ヘルパーステーション 32‐1464

●熱中症とは

◎気温が 35℃を超える日は、特に

　注意しましょう。

◎ 高齢者や子ども、障がい者の方々

は、熱中症になりやすいので注

意しましょう。

◎ 高齢者の熱中症は自宅でも発生

しています。室内でも注意しま

しょう。

～美浜町ウォーキングマップ～

●熱中症の予防法

●注意すること

オススメ！

　町が発行している虹彩フットパスに掲載しているウォーキングコースを紹介します。
　今回紹介するのは、総合体育館を発着とする ｢1/10 マラソンコース ｣ です。約 4.2195 ㎞のコースで、
歩道や街灯、コース表示も整備され、安全・快適に歩くことができます。

10
分
の
1

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
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4/1～4/30 受付分
(敬称略)慶弔慶弔

氏　名 住 所 年齢 届出人

中 村 昭 三 金 山 92 中 村 典 明

上 田 榮 子 菅 浜 87 上 田 裕 嗣

河 畑 初 江 松 原 92 河 畑 　 繁

小　畑　ヨシヱ 佐 柿 91 小 畑 陽 一

辻 　 清 子 佐 田 87 辻 　 和 夫

今 村 久 枝 久々子 98 今 村 嘉 人

髙 木 裕 子 河原市 48 髙　木　望瑛瑠

橋　本　ヤヨノ 佐 田 103 橋 本 春 義

堀 川 房 枝 久々子 89 堀 川 住 夫

◎おくやみ

●応募方法
　クロスの真ん中（2重枠内）に漢字1文字入れると4つの2文字
言葉が完成します。
　2つのクロスを解き、使った2つの漢字で美浜町の土地･地区･
場所の名称をつくってください。
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大歓迎！）を書い
て、「広報みはまハ－トフルクイズ」係（〒919‐1192美浜町
郷市25-25）まで送ってください。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信してください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

迷 崎
殿

神
宮

神
宮

迷 宮

宮 崎

宮
殿

（例）

こたえ  ◯◯

補
官

代 舎
園

　締切りは、6月10日(木)(消印有効)です。正解者の中から
抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●5月号の答え　けやき台
●応募者総数は16人で全員正解でした。当選の発表は、
　記念品の発送をもってかえさせていただきます。

渡

湿

大

　（ 1歳11ヶ月 )ちゃん

　公園で遊んだりお外をお散歩したり、いつ

も元気いっぱい！お友達とおままごとするの

もだーいすき♪ぼく、食べることが大好きだ

からね♡特に好きなのはいちごだよ♡

　最近可愛い妹ができて毎日にっこにこ！

お世話のお手伝いもできるんだ☆一緒に遊

べるようになるのが今から楽しみだよ♪

湊
みなと

大島 渉さん ･ 舞羽さん(山上)
  の長男

◎ご誕生
氏　名 性別 父・母 住　所

平 良 瑛
え い と

音 男
　忍・志織 佐 田

平 良 侑
ゆ う と

音 男

向 井 颯
そ う た

汰 男 景祐・萌子 河原市

和多田　みやび 女 康宏・歩美 松 原

鍋 島 　 旭
あさひ

男 央・舞 山 上

まちびと まちびと 

※ 氏名に旧字体や俗字等が含まれている場合は、常用漢字で

掲載しております。

氏　名 住　所

大　村　貴　之　&　(板　谷)　玲　香 宮　代

(岡　嵜)   　匠　& 　 原　田 　映　里 佐　野

◎ご結婚

藤
本　

藤
絵
（
新　

庄
）

野
原　

方
子
（
久
々
子
）

山
田　

世
志
男
（
佐　

柿
）

政
岡　

弘
子
（
久
々
子
）

高
木　

キ
ヨ
子
（
新　

庄
）

宇
都
宮　

真
理
（
新　

庄
）

楠　

充
代
（
佐　

田
）

俳
　
句

水
無
月
俳
句
会

ふ
る
さ
と
の
山
ま
ろ
や
か
に
木
の
芽
吹
く

　
　
　
　

パ
ン
を
焼
く
母
子
の
手
先
夕
薄
暑

　
　
　
　

母
の
日
の
合
掌
長
き
佛
間
か
な

　
　
　
　

鶯
の
声
な
き
公
園
風
騒
ぐ

　
　
　
　

店
先
に
母
の
思
い
出
か
し
わ
餅

　
　
　
　

教
え
子
の
白
無
垢
眩
し
五
月
晴
れ

　
　
　
　

国
宝
の
茶
室
を
囲
み
今
年
竹

耳河川漁業協同組合の代表理事
組合長として耳川の環境保全に
努めている

＊耳河川漁業協同組合ではどのような活動を行っていますか？
　主にアユやヤマメ等の稚魚を放流し、皆さんに渓流釣りを楽しん
でもらう活動を行っています。

竹本 秀人　さん (木野)

高善庵遺跡
～発掘最前線～

(110)

↑高善庵遺跡で見つかった鍛冶炉

＊今後、耳川の環境をどのようにしていきたいですか？

　昔は、稚魚の放流をしなくても天然アユの遡
そじょう

上がたくさん見ら

れました。近年は、環境の変化等が影響し、数が少なくなってい

るので、かつての光景を取り戻せるよう、この取り組みを続けて

いきたいです。また、アユやヤマメの他に、ウナギやカニ等の放

流も検討しており、さまざまな種類の魚が生息していた昔の耳川

の光景を取り戻せるよう頑張りたいです。

　

歴
史
文
化
館
で
は
現
在
、
同
タ
イ
ト
ル

で
第
4
回
速
報
展
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高
善
庵
遺
跡
は
、
美
浜
町
興
道
寺
の
山
裾

に
所
在
す
る
遺
跡
で
、
地
元
で
は｢

こ
ぜ

ん
な｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
文
化
館
に
伝
わ
る
物
と
し
て
、
昭

和
12
年(

１
９
３
７
年)

に
耳
村
興
道
寺
高

善
庵
で
採
集
さ
れ
た
こ
と
を
墨
書
き
す
る

古
代
の
瓦
片
が
あ
り
、
焼
き
ひ
ず
ん
で
変

形
し
て
い
る
こ
と
か
ら
近
く
に
瓦
窯
が

あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

歴
史
文
化
館
で
は
平
成
30
年(

２
０
１
８

年)

以
後
、
部
分
的
な
発
掘
調
査
を
行

い
、
第
4
次
調
査
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

瓦
窯
を
発
見
す
る
た
め
に
着
手
し
た
発

掘
調
査
で
し
た
が
、
思
い
が
け
な
い
物
が

こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
枠
は
抜
き

取
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
水
が
湧
き
出
る

井
戸
跡
1
基
、
鍛か

じ

ろ

冶
炉
と
考
え
ら
れ
る
地

面
を
掘
り
く
ぼ
め
た
直
径
1
ｍ
程
の
穴
が

1
基
、
柱
穴
が
3
つ
並
び
、
建
物
か
柵
を

構
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
物
等
が
見
つ
か

り
、
付
近
か
ら
は
11
、
12
世
紀
の
手
づ
く

ね(

ろ
く
ろ
等
を
使
わ
ず
手
で
作
る
こ
と)

の
土
器
の
皿
・
椀
が
多
く
出
土
し
、
さ
ら

に
古
い
時
代
の
土
器
も
出
土
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
物
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
長

い
間
、
人
が
定
住
し
た
場
所
が
あ
り
、
土

器
を
用
い
た
祭
祀
や
鍛
冶
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
山
裾
の
微
高
地
に

あ
っ
て
清
ら
か
な
水
が
湧
き
出
る
環
境

は
、
小
浜
市
の
山
林
寺
院
遺
跡
・
神
願
寺

跡(

現
在
の
若
狭
神
宮
寺)

と
似
て
お
り
、

興
道
寺
廃
寺
跡
の
南
方
に
僧
尼
が
修
行
し

た
古
代
の
山
林
寺
院
が
存
在
し
た
可
能
性

が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
発
掘
調
査
で
瓦
窯
の
発

見
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
冬
、
か

つ
て
弥
美
小
学
校
西
分
校
が
あ
っ
た
場
所

の
西
側
の
山
裾
で
、
古
代
の
丸
瓦
・
平
瓦

数
十
点
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
状
況
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
建
物
の
軒
先

を
飾
っ
た
軒
平
瓦
も
あ
り
、
瓦
を
造
る
際

に
付
け
ら
れ
た
叩
き
目
を
観
察
す
る
と
、

興
道
寺
廃
寺
跡
で
出
土
し
て
い
る
瓦
と
共

通
す
る
物
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
瓦
の
造

り
方
の
特
徴
か
ら
7
世
紀
後
半
か
ら
8
世

紀
前
半
の
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
瓦
は
変
形
し
て
い
る
物
も
多

く
、付
近
に
瓦
窯
が
存
在
し
、焼
成
に
失
敗

し
た
瓦
を
廃
棄
し
た
場
所
が
あ
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
し
た
。付
近
か
ら
須
恵
器
と

い
う
陶
器
の
破
片
も
見
つ
か
り
、一
帯
は
奈

良
時
代
の
瓦
陶
生
産
の
中
心
地
で
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

旧
弥
美
小
学
校
西
分
校
の
裏
に
、瓦
窯

が
あ
る
と
い
う
伝
承
が
長
く
伝
え
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、そ
の
実
態
を
示
す
成
果
と

し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。し
か
し
、美
浜
町
の

古
代
を
考
え
る
上
で
、ま
だ
ま
だ
不
明
な

点
も
多
く
あ
り
ま
す
。皆
さ
ま
の
お
近
く
で

｢

土
器
の
破
片
が
見
つ
か
る
場
所
が
あ
る
。

昔
こ
の
あ
た
り
に
窯
が
あ
っ
た｣

と
い
う
情

報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ぜ
ひ
歴
史
文
化
館

ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)

(関連第20頁)
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■くらしのカレンダー■

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、5月 14日現在のものです。一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190

古紙

6 月の納税 [納期限 6/30（水）] ※納付は口座振替が便利です。

町県民税 (1期 )(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

令和 3 年 6 月

15（火）

16（水）

14（月）

13（日）

12（土）

11（金）

10（木）

9（水）

8（火）

7（月）
6（日）
5（土）
4（金）
3（木）

1（火）

2（水）

27（日）

26（土）
25（金）

24（木）

23（水）

21（月）
22（火）

20（日）

19（土）

18（金）
17（木）

28（月)

29（火）

30（水）

　

広
報
担
当
と
な
り
、約
1
か
月
半
が
過
ぎ
ま

し
た
。慣
れ
な
い
こ
と
の
連
続
に
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、取
材
先
お
会
い
す
る
皆
さ
ん
の
温

か
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、今
月
号
で
は
、美
浜
町
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ジ
ョ
ン
と
事
業
化
計
画
の
改
定
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
し
た
。平
成
28
年
に
同
計
画
を
策

定
し
て
か
ら
、エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、現
状
に
対
応
し
た

計
画
の
改
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
に
限
ら
ず
、

世
の
中
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

古
き
良
き
文
化
は
残
し
つ
つ
、新
し
い
風
潮
を

取
り
入
れ
、変
化
を
楽
し
め
る
よ
う
な
生
活
を

送
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
宥
）

▽
表
紙
の
写
真

　

4
月
28
日
に
、耳
川
で
行
わ
れ
た
ア
ユ
の
稚

魚
放
流
の
様
子
で
す
。

　

耳
川
の
環
境
は
、一
昔
前
に
比
べ
て
大
き
く

変
化
し
、ア
ユ
等
の
生
き
物
が
少
な
く
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

春
に
な
る
と
、天
然
の
ア
ユ
が
飛
び
跳
ね
て

遡
上
す
る
か
つ
て
の
光
景
を
取
り
戻
せ
る
よ

う
に
奮
闘
す
る
耳
河
川
漁
業
協
同
組
合
の

方
々
の
熱
意
が
印
象
的
で
し
た
。

令和3年5月1日現在

人口総数
    9,166人
男 4,496人
女 4,670人

前月比
（－ 10）
（－  3）
（－  7）

世帯数
  3,668世帯 (＋  2)

人口の動き

応援人口
  　　　95人(＋11)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
                                                     (はあとぴあ)

 8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

10:00～ミニさくらんぼ(南西郷公民館)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

13:30～育児学級(はあとぴあ)

 8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・胃・
　　　　　　大腸がん健診・肝炎検査](総合体育館)
13:00～総合健診[大腸・子宮・乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　　 (総合体育館)

 8:00～クリーンアップふくい大作戦in美浜
　　　　　美しい浜を守るプロジェクトin水晶浜
 8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
 8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

 9:30～保育園開放(あおなみ保育園)

 9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
14:00～育児講座｢妊婦向け絵本セラピー｣
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:15～さくらんぼひろば｢親子ふれあい遊び｣
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ) 

 9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

 8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・
　　　　  胃・大腸がん健診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　　　　 (東部診療所)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸　
　　　　・子宮・乳がん健診・肝炎検査] 
　　　　　　　　　　　　　　　　(東部診療所)

 8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:00～2歳児教室(はあとぴあ)
13:15～3歳児健診(はあとぴあ)

 8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
 8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

 8:00～総合健診[生活習慣病予防健診・肺・
　　　　  胃・大腸がん健診・肝炎検査]
           　　　　　　　　　　　　 (はあとぴあ)
13:00～総合健診[生活習慣病健診・肺・大腸　
　　　　・子宮・乳がん健診・肝炎検査] 
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

10:30～育児講座｢言葉の発達について｣
　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

13:30～離乳食講習会(はあとぴあ)
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